
師
範
科
第
一
年

同

伊
同

伊

勢

道

男

奈

良

藤

朝

彦

山

口

上

美

彦

愛

知

原

洒

司

広

島

村

同同同同同同同同同同同同同同

北杉竹尾酒明江宇竹＾棚楊堀栢袴
辻

村ッ柄

脩

京

都

土

光

夫

福

岡

田

芳

男

東

京

藤

広

志

新

潟

原

淳

治

東

京

田

茂

男

埼

玉

藤

盟

東

京

村

良

郎

兵

即

井

則

雄

神
奈
川

原

健

雄

東

京

石

礼

之

助

秋

田

富

山

藤

勲

福

岡

浪

神
奈
川

野

坦

丘
/ ‘ヽ

庫

田

亮
す
す
む
迪

り

ゆ

う

じ

柳

児

埼

玉

朔

二

郎

東

京

野

啓

四

郎

岡

山

正 英
風

東台台

京北湾

附 原

弦

祐
す
す
む
晉

埼

玉
長

野

重

郎

東

京

江

孝

治

栃

木

本

邦

雄

本

純

夫

長

野

田

育

造

神
奈
川

静

岡

同同同同同同同同同同同同同同同同

井杉白斎福野立箆善神小大小堀橋市

才寸

恒茨城

建 工 芸 科 晨

喜； 
油

築
漆 鋳 鍛 彫 図

［ 画
工 金 金 金 案

科 部 部 部 部 部 部 科

特別 本 本 特別 本 本 本
特塁 本

本 特別 本 本 ！

} 子 邑子 邑子

生科 科 生科 科 科 生科 科 生科 科

只1
r= 

七二 五 七 ノ．‘ 四と三 1
＾ ＾ 

ヘ

虹l ＾ー ^-
ゃ1,/¥ 1̀ ―ノ= l - 四 6 ~ 9-

、ノニ 、-／‘ ーシ。

＾ ＾ ＾ー ＾ ＾ー ^= 
ー四ッ1二 2 - 4 - ッ3七 ッ6四 21= 

ノヽ二 ＼一 ヽ—

＾ ＾ ＾ ヘ― ヘ ＾ー へ26エ＝ 4 ~ 2ヽ=— l -
， 4~ 9 -

ノヽノ‘ ノヽニ二 ヽ—r- ＼ノ‘ 、-- ノヽ‘

＾ ＾ 
ヘ

叫^ー 7^ー0，一- I^Oー- ^-！ 

3五 3三 ¥..,/5 万． 、一 、一ノ ‘-- 包天I
五 苫1 七
ー五 五

゜
九 四

゜
ノ‘ 契

| | 

゜
ノ，‘ I七

戻 ー五 ニ一 四五 七 ノ＼ /． ‘ 
ノ．‘ 七 七 四 ノ，‘ 

939 第4節

計

研

究

科

小

計

新

旧
四
年
四
年

一
年
二
年
三
年

二

0
ニ
ニ
ニ
―
―

七

一
九

九

九

日

本

画

科

本

科

(

3

)

（

12
)
（

12
)
（

14
)

四
一

0
四

特
別
学
生

―

―

区

別

③

各
科
生
徒
級
別
現
員
表

昭
和
十
九
年
四
月

一
日

昭和 19年
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科

彫
金
部

―

五

五

芸

鍛

金

部

四

四

鋳

金

部

六

＿

竺

―

一

工

漆
工
部

一

七

五

―

一

建

策

科

八

＿

ニ

袢
文
部
省
往
復
書
類
訊
国
」
に
よ
る
）
。

昭
和
十
八
年
度
卒
業
者
の
翌
十
九
年
度
に
お
け
る
就
職
状
況
を
示
す
（
「細国

④

就

職

状

況

/ 

）
は
現
員
中
の
兵
役
等
に
よ
る
休
学
者
数
を
示
す
。
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繰
上
げ
卒
業
式

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
二
日
、
前
年
度
と
同
様
に
修
業
年
限
六
カ
月
短
縮
に

よ
る
卒
業
証
書
授
与
式
（
第
五
十
四
回
）
が
行
わ
れ
た
。
新
卒
業
生
の
七
十
五

％
は
応
召
休
学
中
で
、
卒
業
制
作
陳
列
会
は
提
出
作
が
少
数
で
あ
っ
た
た
め
中

止
さ
れ
た
。
左
記
は
贔
碍
配
卒
業
式
に
関
す
る
書
類
」
の
抜
粋
で
あ
る
。

第
五
十
四
回
卒
業
證
書
授
興
式
次
第

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
二
日
午
前
十
時

一
、
新
卒
業
生
式
場
着
席
（
第
一
披
鐘
、
諧
堂
北
ロ
ョ
リ
出
入
）

二
、
生

徒

着

席

（

同

上

）

三
、
職
員
、
醤
卒
業
生
着
席
（
第
二
琥
鐘
、
講
堂
東
ロ
ヨ
リ
出
入
）

四
、
来
賓
着

席

（

同

上

）

五
、
宮
城
逢
拝
、
靖
図
紳
祉
遥
拝
、
出
征
賂
士
ノ
武
運
長
久
祈
願

六
、
國
歌
二
唱

七
、
卒
業
證
書
授
典
（
丘
濃
鱈

”Ao鱈
嘩
い
麟
鱈
い
麟
立

5
疇
業
）

八
、
學
校
長
式
僻
（
式
辟
前
後
二
卒
業
生
敬
證
）

九
、
文
部
大
臣
祝
辟
（
祝
僻
前
後
二
卒
業
生
敬
證）

+
、
卒
業
生
穂
代
答
辟

十

一
、
校
歌

十
二
、
式
終
了
挨
拶

十
三
、
来
賓
、
職
員
、
酋
卒
業
生
、
新
卒
業
生
、
生
徒
順
次
退
場
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